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理事長賞

内　容

 医師事務作業補助者は、現在3名体制で整形外科外来診療、透析回診、各書類作成の業務を行って
おります。筋肉質経営の為、昨年度5月に、生活習慣病療養計画書について、内科医師による作成・説明
不足により算定漏れが発生している課題に着目し、医師事務作業補助者として主体的に改善へ取り組みま
した。
具体的には、医師別の対象患者リストを作成するとともに、電子カルテ受付コメントへ計画書作成対象であ
る旨を表示し、医師へ確実に注意喚起を行う運用を構築しました。これにより、計画書の作成漏れ・算定漏
れを大幅に減少させ、業務の標準化と適正な診療報酬算定に貢献しました。
その成果は2025年度6月から2026年度3月（10カ月）で約2,500件、約850万円という極めて大きな実績と
なっており、病院経営への貢献度は非常に高いと思われます。
また、現場課題を発見し、多職種と連携しながら実効性のある改善策を継続運用へ結び付けた姿勢は、
他職員の模範となるものであります。
以上の功績により、理事長賞に推薦します。

西伊豆健育会病院
福本　奈穂・黒田　仁美・肥田　恵里奈(事務部 / 医師事務作業補助者)

生活習慣病療養計画書の作成・説明の算定漏れ改善の取組による、加算算定の
最大化による売上増強の功績。

総務　外岡肇

　当院では医師事務作業補助体制を早期に獲得、院長の整形外科の代理入力を
中心に取組し、現在では診断書・透析・指示書等の業務を行っています。筋肉質
経営を行う為、医師事務の部門で加算取組を検討、特定疾患管理料の代替加算
に取得の余地があるとして取り組んだ結果大きな成果に繋がりました。医師の交代
が頻繁にある為、効果が出たことは理事長賞にふさわしいとして推薦いたします。
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